
明治に生 きたふた りのここ ろ  

              ～殉 死と反逆 ～  

 

 「舞姫 」は豊太 郎の遺書 である。 豊太郎は 船中で手 記を書い たあと自 ら命を絶 った。  

私がこの ように考 える理由 は「舞姫 」の文面 にある。 まず、豊 太郎は「 これや日 記の 成 ら

ぬ縁故な る、あら ず、これ には別に 故あり」 と、手記 を書いた 本当の目 的を明ら かに し て

いないこ と。次に 、「舞姫 」の文面 全体を通 しての沈 んだ雰囲 気。「舞 姫」には 「熾 熱 灯

の光の晴 れがまし きもいた づらなり 」「浮き 世の憂き ふしをも 知りたり 」といっ たど こ と

なく暗い 印象を持 つ言葉が 多く使わ れている 。ただの ドイツで の出来事 、思い出 をつ づ っ

た日記に しては文 面が重す ぎるだろ う。私は この暗い 雰囲気が 「豊太郎 の死」を 暗示 し て

いるので はないか 、という ことを感 じた。ま た、「世 を厭い、 身をはか なみて、 腸日 ご と

に九回す ともいふ べき惨痛 」この一 節は豊太 郎の深い 悲しみや 苦しみを 表してお り、 「 あ

あ、いか にしてか この恨み を鎮せん 」からは 悔恨の思 いを消し 去ること ができな い様 子 が

伺える。 そして決 定的なの は「今宵 はあたり に人もな し」とい う場面。 私が豊太 郎の 死 を

より強く 確信した のはここ だ。悔恨 を消し去 ることが できない 、しかも 今夜は周 りに 人 が

いない。 この時、 私は悟っ た。豊太 郎はその 後、船中 で自殺し たのでは ないかと …  

 

 人それ ぞれ解釈 は違うだ ろうが、 ここでは 豊太郎が 自殺した という私 の解釈を 前提 に 話

をすすめ ていきた いと思う 。ここか らはなぜ 豊太郎は 自殺した のかとい う論を展 開し て い

きたいの だが、実 はこのレ ポートの 本当のテ ーマは別 のところ にある。 私は豊太 郎の 自 殺

について 考えてい るとき、同時にあ る人物が 浮かび上 がってき た。その 人物とは「こころ 」

の先生で ある。な ぜ「舞姫 」と「こ ころ」が 私の頭の 中で結び ついたの かという と「舞姫 」

のもつ沈 んだ雰囲 気がなん となく「 こころ」 の雰囲気 と似てい るような 気がした から だ 。

そしてそ のことも また私が 豊太郎は 自殺した と解釈し た理由の ひとつだ った。「 ここ ろ 」

が先生の 遺書なら 「舞姫」 は豊太郎 の遺書だ という可 能性もあ るのでは ないかと 思っ た の

だ。また 「舞姫」 と「ここ ろ」は共 に明治時 代を背景 とした文 学作品で ある。つ まり そ れ

ぞれの登 場人物の 先生と豊 太郎は同 じ時代に 生きてい たという ことだ。 しかし同 じ明 治 の

風潮のな かにいな がらも私 の目には 先生と豊 太郎の生 き方はな んとなく 違って見 えた 。 私

は「ここ ろ」の授 業ではＫ の自殺に ついて考 えていた ので、先 生につい てはあま り知 ら な

かったし 先生の自 殺につい ても深く 考えたこ とはなか ったが、 「舞姫」 と「ここ ろ」 の 持

つ似た雰 囲気から この機会 に豊太郎 だけでな く先生の 自殺につ いても少 し考えて みた い と

思った。 そして先 生、豊太 郎の両方 の生涯、 自殺に至 るまでを 「明治に 生きたふ たり の こ

ころ」と いうテー マから私 なりに考 えてみる ことにし た。  

 

 



(１ )先生 の自殺  

これは先 に結論を 述べてお きたい。 私は先生 は明治の 精神に殉 死したの だと考え る。  

しかし先 生は最初 から明治 の精神に 従って生 きて来た のかどう か、と考 えるとそ うで は な

い。先生 は幼い頃 、家が裕 福だった ため鷹揚 に育てら れ、その おかげで 子どもの よう な 無

邪気な心 を持ち、 人を疑う ことを知 らず自分 の心のま まに生き る自由な 人だった 。そ の こ

とが伺え る行動と しては彼 が叔父の 娘との婚 約を断っ たことだ 。当時の 明治の精 神は 「 滅

私奉公」 。上のも のに従い 、国のた め、家の ために自 分の感情 を押し殺 して生き るこ と が

当たり前 の時代だ った。叔 父の娘と の婚約も 先生が亡 き父親の 家を復興 させるた め、 つ ま

り家のた めの政略 結婚だっ たと考え られる。しかし彼 はそれを 断った。「厭なも のは断る 」

という彼 の自由な 考えは明 治の精神 すらもの ともしな いものだ ったのだ 。しかし 時代 は 明

治、この ような考 えがいつ までも通 用するは ずがない 。その報 いとして 彼は叔父 に裏 切 ら

れる。し かしそれ でもなお 先生は自 由人だっ た。そう 考える理 由は先生 はずっと 仕事 に つ

かず家に いたとい うところ にある。 父親の遺 産は叔父 にほとん ど取られ たにして も彼 に は

まだ働か なくても 大丈夫、 むしろ「 新しく一 戸を構え て見よう か」とい う気にな るほ ど の

余裕があ った。ち ょっとリ ッチな引 きこもり という感 じだろう …ここま でには先 生が 自 殺

を考える ような要 素は見当 たらない 。叔父の せいで人 間不信に なっては いたが、 人と の か

かわりを 持たず引 きこもっ ていた先 生はそれ はそれで 自由だっ たのだか ら。  

で は 先 生 が 自 殺 を 考 え る き っ か け と な っ た の は 何 だ ろ う か 。 そ れ が Ｋ と の 友 情 、 お 嬢 さ

んとＫと の三角関 係、そし てＫへの 裏切りだ 。先生は 叔父の裏 切りによ って、人 を信 じ る

ことがで きない人 だった。 「冷たい 眼で研究 されるの を絶えず 恐れて」 とあるよ うに 先 生

は人の目 を絶えず 意識し、 人との交 わりを極 力避ける 孤独な人 だった。 また他人 に対 し て

異常なま での敵意 を持って いた。実 際、Ｋが 自分に助 けを求め たときも 、先生は 「精 神 的

に向上心 のないや つは馬鹿 だ」とＫ をはねつ けてしま った。そ して自分 が人に裏 切ら れ る

という辛 さを知っ ているに も関わら ず親友で あるＫを 裏切った 。つまり 自分を裏 切っ た 叔

父と同じ ことを親 友のＫに してしま ったのだ 。そして Ｋは自殺 してしま う。Ｋの 自殺 の 本

当の理由 は孤独を 知ったか らで先生 の裏切り が原因で はないの だが、当 時の先生 はＫ は 自

分の裏切 りが原因 で自殺し たと早合 点してま った。そ の Kに対す る裏切り という罪 悪感が 、

おそらく 先生の自 殺を考え るように なったき っかけだ ろう。し かしそれ だけでは 不十 分 で

ある。人 間は何か を決心し ても一歩 踏み出さ せてくれ るような きっかけ がないと 実行 に 移

すことが できない 生き物だ 。先生は 自殺を考 えはじめ てからも 「此儘人 間の中に 取り 残 さ

れてミイ ラの様に 存在して いこうか 、それと も…」と いつも心 のなかで 繰り返し てい た と

いう。そ れとも… に続く言 葉が自殺 であるこ とは言う までもな いが、し かしその 頃先 生 に

は自殺に 踏み切る 勇気もき っかけも なかった 。そんな 先生の自 殺の決め 手となっ たの は 明

治天皇の 崩御、そ して乃木 大将の殉 死だと考 える。「 最も強く 明治の影 響を受け た私 ど も

が、其後 に生き残 っている のは必竟 時勢遅れ だという 感じが烈 しく私の 胸を打ち ました」。



そこでよ うやく先 生は今ま で忘れて いた明治 の精神と いうもの を思い出 し、自分 の生 き 方

が時代遅 れだと感 じ、明治 の終わり とともに 明治の精 神に殉死 する決心 をしたの だ。  

 

 

(２ )豊太 郎の自殺  

①  ｢反逆児 ｣豊太郎  

ま ず 豊 太 郎 の 人 物 像 に つ い て 考 え る 。 彼 は 幼 い 頃 か ら 厳 し い 教 育 を 受 け 、 大 学 を 主 席 で

卒業する ほどの頭 脳の持ち 主だ。国 のお勤め 人で、ド イツへの 派遣の依 頼も近代 化を 目 指

す国のた め、自分 の上司の ため、女 手ひとつ で自分を 育ててき た母のた め、そし て自 分 の

名誉のた めに快く 引き受け る。これ だけでも 豊太郎は 明治の精 神の備わ ったすば らし い 人

材だとい うことが 伺える 。人 々が彼を 嫉むのも 納得だ 。し かしそん な豊太郎 を彼自身 は「 我

ならぬ我 」だと述 べており 、また本 当の自分 を臆病者 だととら えている 。自分は 自分 の た

めではな く人に流 されるま まに生き ている、 学問の道 をたどっ たのも人 がしいた レー ル の

上をたど っただけ 、本当は 外の世界 に出たい のにその 勇気がな いから自 分の殻に 閉じ こ も

っている だけだと 。  

一 方 、 私 は 豊 太 郎 は 「 時 代 に 必 死 に 逆 ら お う と し た 反 逆 児 」 の よ う な 人 物 だ と 考 え る 。

人間には 、社会の ルールや 学校の規 則などの 決まりご とに逆ら いたくな る性質や 、社 会 に

逆らって 自由に生 きている 人にあこ がれる傾 向がある 。豊太郎 もおそら く同じよ うな 感 じ

だと思う 。ドイツで 自由に生 きている 人たちを 見て今ま で日本で 受動的に 生きてき た自分 、

人の言い なりにし かなれな い自分が 嫌になり 、そのよ うな自分 、そして 人の言い なり に な

って生き ることが 当然だと 考えられ ていた明 治の精神 に逆らい たくなっ たのでは ない だ ろ

うか。つ まり彼は ひそかに 明治の精 神への反 逆心を抱 いていた のだ。そ して彼の 「反 逆 」

という心 がエリス との恋に 結びつい たのだと 思う。  

 エリス は踊り子 だった。 踊り子と いう職業 は社会的 に身分が 低い人が する仕事 とさ れ て

いた。明 治時代、 ただです ら男尊女 卑の考え が強かっ たのに加 え、さら に踊り子 とい う 社

会の下の 方で生き るエリス と日本の エリート である豊 太郎の恋 は周りか ら見たら 常識 で 考

えてあま り良いも のではな かったは ずだ。だ から豊太 郎はそん なエリス と交際を する こ と

で偽の自 分や社会 の常識に 逆らいた かったの だと思う 。こう考 えるとエ リスとの 関係 が 上

司にばれ て解雇さ れた後も いっこう に交際を やめよう としなか ったこと の説明も つく だ ろ

う。これ は私の想 像だがも しエリス が踊り子 ではなく どこかの お金持ち のお嬢さ んだ っ た

ら、豊太 郎はそこ までエリ スに惹か れたりし なかった と思う。 エリスが 初め豊太 郎に 経 済

的な助け を必要と したよう に、豊太 郎もまた 踊り子で あるエリ スの存在 が必要だ った の で

はないだ ろうか…  

 しかし 、豊太郎 の小さな 反逆は相 沢や大臣 の訪問に より失敗 に終わる 。大臣か らの 帰 国

の申し出 に豊太郎 は首を縦 に振って しまった のだ。そ こには相 沢たちの 様々な策 略の よ う



なものが 見られる が、豊太 郎が最終 的に人に 流され自 分の意志 を伝える ことがで きな か っ

たことは 事実だ。 つまり豊 太郎は明 治の風潮 に敗北し たのだっ た。そし て帰国途 中、 船 中

で手記を 書き、そ れを書き 終えた後 、自らの 命を絶っ た。私の 解釈でい くと「舞 姫」 の 話

はここで 終了とな る。  

 

②  豊太郎は なぜ自殺 したのか  

 では豊 太郎の自 殺の理由 は一体何 だったの だろうか 。  

もちろん 失意から というの が一般論 だろう。 私も初め はそう考 えた。自 分を連れ 戻し た 相

沢に、大 臣に、明 治の精神 に、そし て何より 他人に流 される弱 い心から 抜け出せ ない 自 分

自身に失 望したか ら命を絶 ったのだ と。また エリスに 対する申 し訳なさ からだと も考 え ら

れるかも しれない 。恋人を 発狂させ 、さらに お腹の中 の自分の 子どもも 置き去り にし て 、

自分はぬ けぬけと またエリ ート街道 をすすむ というの も後味が 悪いだろ う。しか し私 は 豊

太郎の自 殺の本当 の理由に ついてこ う思う。 豊太郎は 自分の意 志を示す ために自 らの 命 を

絶った、 つまり最 期は反逆 児として 死んだの だと。自 殺という とどうし ても「世 間に 絶 望

した人が すること 」「現実 から逃げ るための ずるいこ と」とい ったネガ ティブな イメ ー ジ

がつきま とうが、私はあま りそうは 思わない 。もちろ ん自殺は しないに こしたこ とはない 。

生きなが ら自分の 意志を言 うことが できる人 になるよ う努力す ることが 1 番いい ことだ 。

しかし、 それが適 わない場 合、自殺 も自分の 意志を示 すための 手段だと 言えると 思う 。 自

殺しよう と決める のは自分 だから、自 殺も考え ようによ っては立 派な意思 表示なの だ。（ 強

制的に自 殺に追い 込まれた とかいう のは別だ けど）豊 太郎は自 分が人に 流され、 自分 の 意

志を伝え ることが できない 弱い人間 だという ことを知 っていた 。日本に 帰っても この 弱 い

自分から 抜け出せ ない、こ のまま生 きていて も自分は 明治の風 潮に埋も れてしま うだ け な

のではな いか…と 考えた豊 太郎は自 殺という 意志表示 によって 明治の「 滅私奉公 」と い う

風潮に逆 らったの ではない だろうか 。豊太郎 は最期に 「反逆」 を成し遂 げたのだ 。  

 

 

 

 先生と 豊太郎の 自殺につ いての私 の考えは 以上だ。 だらだら と長くな ってしま った の で

簡単にま とめたい 。  

 

(１ )先 生    自 由 に 生 き て き た つ も り だ が 、 罪 の 意 識 、 明 治 天 皇 の 崩 御 か ら 自 分 が い か

に 明 治 の 影 響 を 受 け て い た か を 知 り 、 こ れ か ら の 時 代 に 自 分 は 時 代 遅 れ だ と 悟

り、明治 の精神に 殉死した 。  

(２ )豊 太 郎   幼 い こ ろ か ら 明 治 の 精 神 に 流 さ れ て き た が 、 ド イ ツ の 自 由 の 風 に あ た り そ

れ が 偽 り の 自 分 だ と 気 付 き 、 自 ら 命 を た つ と い う 自 己 決 定 を す る こ と で 明 治 の



風潮に反 逆した。  

 

 私の解 釈なので 間違って いるかも しれない が、私は 先生と豊 太郎、明 治に生き たふ た り

の自殺を このよう にとらえ た。一見 、ふたり は生き方 も価値観 も異なっ ているよ うに 見 え

るが、ふ たりの間 にひとつ 共通する ものがあ る。それ は「心の 隙間を死 であがな った 」 と

いうこと だ。先生 は罪の意 識、豊太 郎は弱い 自分とい う心の隙 間をそれ ぞれ抱え てい た 。

そしてふ たりとも 死を選ん だ。（豊 太郎が死 ぬのは私 の想像だ けど…） 彼らにと って 命 を

絶つこと は意味の あること だったの かもしれ ないが、 本当に死 ぬ以外に 心の隙間 を埋 め る

方法はな かったの だろうか 、という 疑問が残 った。こ の疑問に ついては また機会 があ れ ば

考えてみ たいと思 う。  

 

明 治 の 精 神 に 殉 死 し た 先 生 、 明 治 の 精 神 に 反 逆 し た 豊 太 郎 。 ふ た り と も 明 治 と い う 激 動

の時代を 生きた。 どちらの 生き方が 幸せなの かは私に は分から ない。正 直に言う とど ち ら

の生き方 が幸せな のかとい うことは 私はあま り興味が ない。た だ、この ふたりの「こころ 」

は明治と いう時代 が背景に あったか らこそ引 き立って いたので はないだ ろうか。  

 

 

 

 

 

参考資料 …教科書 （森鴎外 「舞姫」 )、夏目漱 石「ここ ろ」  


